
【CATSフォーマット】C-CATでのパネル検査運用開始・更新に向けた検査会社とのテストフロー説明資料 資料版数：1.0

時系列 想定期間 ゲノムデータ管理室 / C-CAT 検査会社 ベンダー

運用開始・更新

３カ月前

運用開始・更新

２カ月前

運用開始・更新スケジュール決定。

ゲノムデータ管理室に連絡。

パネル検査運用開始・更新予

定時期の予定が立ったら連絡

するようアナウンス。

※運用開始・更新直前に連絡

をもらっても対応できないた

め、遅くとも３カ月前には連

絡するように伝える。

検査会社のスケジュールを

元に開発スケジュール検討開始。

開発スケジュール作成。

※テストデータ受領時期算出。

テストデータ確認事項作成。

開発スケジュール確認。

開発～運用開始・更新までのスケジュール調整

調整事項：

１．テスト回数（テストデータ受領、検証、プログラム修正、フィードバック(FB)、テストデータ再作成で１回）。

２．テスト期間（上記１回を約３Wと考えると、２回で約８W=２M ※バッファ込み）。

３．テストデータ数（検査会社が想定する一ヶ月分の件数）。

４．テストデータ内容（満たすべき条件の詳細はテストデータ確認事項一覧に記載）。

５．上記１～４を踏まえた上での運用開始時期。

検証項目詳細作成

適宜

実施

検証項目詳細レビュー

※適宜FBと再レビュー実施

テストデータ送付

システム改修

※適宜ゲノムデータ管理室と仕

様について協議。

ベンダーにデータを共有

検証開始

データ検証（１回目）開始

検証項目詳細の全項目を確認。

C-CAT調査結果を目視確認。

データ検証（１回目）報告

検証内容をまとめて報告。

変更点チェックリスト作成。

データ検証（１回目）結果確認

ベンダーへのFB事項、検査会社

へのFB事項をまとめる。変更点

チェックリストとベンダーが作

成したC-CAT調査結果を検査会社

に送付する。

FB事項、変更点チェックリスト、

C-CAT調査結果を確認

データ検証（１回目）FB反映

１回目の事項について再テスト。

２回目に向けた準備。

テストデータ再作成・送付

※変更点チェックリスト含む。

検査会社がFB事項などを

元にテストデータを修正し、

再送する。

約１週間を想定

※検査会社と要調整

検査会社のテストデータを

ベンダーが検証する。

C-CATが検証結果を

確認する。

約２週間を想定

内訳：

ベンダー検証 1.5週間

C-CAT確認 0.5週間

C-CATでの運用開始・

更新予定時期を元に、

ベンダーがスケジュール作成。

約１週間を想定。

C-CAT、検査会社、

ベンダーでスケジュールを

すり合わせる。

約２週間を想定。

C-CAT、ベンダーで

検証項目詳細を

作成する。

約１週間を想定。

※予定通りにテストデータを送付いただけない場合、

運用開始・更新時期の延期を検討する。

テストデータ確認事項

検査会社が作成するテストデータにおいて、

満たすべき内容を一覧化したもの。

プログラムで実行する自動的なチェックでは

検知できない内容をチェックするためのもの。

ベンダーが作成、C-CATが確認し、検査会

社へ送付する。

検証項目詳細

検査会社が作成するテストデータに対して、

ベンダーが検証する項目を一覧化したもの。

ベンダーが作成し、C-CATが確認する。

変更点チェックリスト

検査会社がテストデータを再作成する際、

変更が生じた項目をチェックするもの。

ベンダーが作成、C-CATが確認し、検査会

社に送付する。

テストデータの再作成や出力内容の変更に

応じて、検査会社が該当箇所をチェックし、

C-CATに送付する。

テストデータ送付準備など対応



運用開始・更新

２カ月前

ベンダーにデータを共有

検証開始

データ検証（２回目）開始

検証項目詳細の全項目を確認。

C-CAT調査結果を目視確認。

前回のテストデータ、統一化

XML との差分比較も実施。

データ検証（２回目）報告

検証内容をまとめて報告。

変更点チェックリスト更新。

データ検証（２回目）結果確認

ベンダーへのFB事項、検査会社への

FB事項をまとめる。変更点チェック

リストとベンダーが作成したC-CAT

調査結果を検査会社に送付する。

データ検証（２回目）FB反映

２回目の事項について再テスト

検証結果に

問題ないか。

検証結果に問題なし

データ検証終了の連絡

データ検証終了 データ検証終了

変更点チェックリストを元に

検査会社のテストデータを

ベンダーが検証する。

C-CATが検証結果を

確認する。

約２週間を想定

内訳：

ベンダー検証 1.5週間

C-CAT確認 0.5週間

テストデータ検証を

終了してよいかC-CATが

判定する。

約１週間を想定

内訳：

C-CAT確認 1週間

検証結果に問題あり

→３回目のデータ検証を実施。運用開始・更新時期の延期を検討。

総合テスト

※検査会社と

C-CAT(ベン

ダー含む)が参

加する一気通

貫のテスト

総合テストスケジュール調整

※実施日程や使用データなど詳細はC-CATと検査会社、ベンダーで調整する想定。

C-CAT調査結果

作成システム

や他のC-CAT

システムにリ

リースがある

場合

C-CAT調査結果作成システムリ

リース

C-CAT調査結果作成システムや他のC-CAT システムにリリースがある場合、

それらが正常に稼働することを各ベンダーが確認するため、１週間程度の猶予期間を設ける。

ベンダーはリリースの日程を検査会社に連絡する。

※この期間中にシステムに問題が発生した場合、

ベンダーはC-CAT・検査会社に連絡の上、データ受付の延期を検討する。

FB事項、変更点チェックリスト、

C-CAT調査結果を確認

※他のC-CAT システムも必要に応

じて各ベンダーがリリース


